
1.コードマスタ選択画面を開く。 戻り値 ＝ fSearchCode(①)

2.選択されたコード情報を構造体に設定し、終了する。

戻り値：  0…正常終了 (未選択)

 1…正常終了 (選択)

-1…異常終了

書　　式処　理　概　要

変　数　名　称

戻値

② コード構造体 pt_code T_CODE 引数

① (戻り値) - int

出　力　引　数

番号 変　数　名　称 記　号 型 戻し方

① コード構造体 pt_code T_CODE 参照

記　号 型
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通　番 追　番

渡し方

( 業 務 名 称 )

承　認 審　査 設　計

関数名称 コード検索 関数ID fSearchCode

ド　キ　ュ　メ　ン　ト　名　称

関 数 仕 様 書

資　料　番　号

登　録　番　号

番号

入　力　引　数
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